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1 ) 歯胚を正常位置に移再植 してもそのエナメル器は変性を蒙るが, 歯乳頭組織およびへル トウイッヒ
の上皮草削ま固有構造を保有 し, 移植後においても歯根の形成を継続するとともに歯小嚢組織は歯根膜組織
に発育 して歯肱は爾出し頃合機能に関与することが可能である｡
2 ) また歯肱を形態の類似する歯腔摘出甫内に移植すれば, その位置を頬舌的に反転 しても歯胚は速や
かに生者 して組織的結合を営み, 歯根部の形成を継続 し, 発育雨出することが可能である｡
3 ) しかし移再植歯肱の唆頭頂を雨出方向に向けない場合, 歯胚の発育は漸次停止する｡ このような機
転はエナメル器ことに上皮鞘の変性, 歯乳頭組織の著明な線維化現象によるもので, 移再植歯胚は遂に吸
収される運命をたどるのである｡
4 ) 石灰化が進展 し歯牡の大部分が形成されたものを切断して再植すれば, 歯肝は吸収を蒙るがなお一
部においては象牙質の新生が認められ, 歯月引ま前出を継続する｡
5 ) このような現象はあくまで口腔内に向かって繭出せんとする生物学的態度を保持 していることがわ
かる｡
6 ) 歯腔を幼犬の腰骨骨髄内および成犬顎骨内に異所移植すれば, 歯腔構成組織は変性におちいり漸次
吸収される｡
しかし石灰化および発育旺盛な幼犬の管状骨骨髄内に移植 した場合は生者 し, わずかではあるが発育を
継続することが可能であり, 移植歯胚の生者発育と床母体の石灰化程度と年令との問に重大な関連性があ
ることがわかる0
7 ) 歯肱を移再植 した場合, その生者発育機転に最も重要な影響を与 え る ものは血管の再生状況であ
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る｡
移植床より再生血管が遠かに進入 し, 豊富な分布を招来すれば歯腔は発育を継続するが, 再生状況が不
完全な場合には循環障害をきたし, 歯乳頭および歯小嚢組織は線維化して歯肱の発育は停止し, 遂に吸収
される運命をたどる｡
8 ) 以上の結果より移再植歯腔の爾出を左右するものは血管の再生と- ル トウイッヒ上皮鞘の発達であ
り, 幸いにこの両者が保有されれば象牙芽細胞の分化をきたし, 歯根部の象牙質は形成され, その発育に
応じて歯小嚢は歯根膜組織にまで成長 し, さらに移植床周壁は吸収添加等の改造を受けて歯槽苗の形態を
整え, 加うるに歯腔自体の有する臓器の本能ともいうべき強力な筋出機能が相乗的に関連 し, ここに爾出
現象が発揮されるものと推考する｡
論 文 審 査 の 結 果 の 要 旨
著者は歯旺移再植に関する従来の実験成績に吟味考察を加えると同時に新たに20例の助成犬についての
実験を加えて, 移植歯肝の発育爾出機序に周到な考察を試みて, つぎのような結論をえた｡
歯旺移植実験のうち, 歯牡が発育を継続 して雨出に至る場合の条件は, 摘出歯肱をもとの摘出嵩に再植
するばあいでも, 他の類似の摘出嵩に移植するばあいでも, その歯腔の爾出方向を自然の爾出方向に一致




うが, 歯乳頭組織は抵抗強く象牙質の形成を継続 し, 歯小嚢組織も同様で歯根膜を形成 し発育を継続して
歯旺は前出に至るものである｡ このような移再植成功の条件として最も大切なことは歯肝の側から言えば
ヘル トウィッヒ上皮鞘の生機保持であり, 移植床の側から言えば, 移植嵩から起こる血管再生機転である
といえる｡ この両者が適合すれば移植歯旺峠発育を継続 し蘭出に至ることが証せられた｡
本論文は学術上有益にして医学博士の学位論文として価値あるものと認定する｡
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